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│
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
現
状
と
課
題

│
渡　
　

辺　
　

容
一
郎

1
．
は
じ
め
に

2
．
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
現
状
と
問
題
点

3
．
欧
州
懐
疑
的
な
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
そ
の
課
題

4
．
結
び
に
か
え
て

1
．
は
じ
め
に

二
〇
一
六
年
六
月
二
三
日
に
実
施
さ
れ
た
「
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
是
非
を
問
う
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
」（
以
下
Ｅ
Ｕ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
）

論　

説

（
八
八
三
）
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二

は
、
周
知
の
よ
う
に
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
、
即
ち
「
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
」
を
ほ
ぼ
決
定
づ
け
る
結
果

（
1
）

と
な
っ
た
。
今
回
の
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ

は
、
主
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
「
域
内
自
由
移
動
の
原
則
」
批
判
、
あ
る
い
は
東
欧
移
民
攻
撃
な
ど
の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
基
本
的
に

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
と
い
う
現
象
は
、「
Ｅ
Ｕ
残
留
に
伴
う
経
済
的
恩
恵
」
よ
り
も
、「
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
伴
う
現
状
打
開
や
不
満
の
解
消
」
を
有
権

者
が
優
先
し
た
結
果
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
Ｅ
Ｕ
批
判
に
基
づ
く
視
座
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
同
時
に
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
は
、

文
字
ど
お
り
「
イ
ギ
リ
ス
的
政
治
現
象
」
で
も
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
に
関
し
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
欧
州
懐
疑
主
義

（E
uroscepticism

）
を
担
う
政
治
ア
ク
タ
ー
の
現
状
や
問
題
点
と
い
う
視
座
か
ら
論
じ
て
い
く
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
は
、
先
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
代
表
的
な
政
治
ア
ク
タ
ー
「
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
・
保
守
党
」
の
現
状
に
焦
点
を
当
て
る
。
周

知
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
は
、
欧
州
懐
疑
主
義
と
の
関
わ
り
が
歴
史
的
に
深
い
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
近
年
の
総
選
挙
に

お
い
て
、
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
勿
論
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
同
党
が
地
域
代
表
機
能
を
ほ
と
ん
ど
果
た
し
て
い
な
い

│
に
も
か
か
わ
ら
ず
イ
ギ
リ
ス
全
体
を
統
治
し
て
い
る

│
現
状
に
注
目
し
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
問
題
点
の
本
質
を
考
察
し
て
い
く
。

そ
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
欧
州
懐
疑
主
義
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
で

明
ら
か
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
課
題
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

2
．
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
現
状
と
問
題
点

⑴　

イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
党

今
日
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
を
理
解
す
る
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
を
単
な
る
政
治
思
想
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ

（
八
八
四
）
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三

ス
保
守
党
と
い
う
政
治
組
織
と
結
び
つ
い
た
一
つ
の
政
治
ア
ク
タ
ー
と
し
て
捉
え
る
視
座
が
欠
か
せ
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
両
者
は

本
質
的
に
一
心
同
体
だ
か
ら
で
あ
る
。

普
遍
的
か
つ
自
然
的
な
保
守
主
義
（conservatism

）
に
は
、「
変
化
を
嫌
う
人
間
性
」〔
川
の
本
流
〕
と
い
う
〝
人
間
の
本
能
的
部
分
〞

と
、
そ
こ
か
ら
具
体
的
に
「
現
状
と
社
会
秩
序
の
維
持
」〔
川
の
支
流
〕
な
ど
の
形
で
表
れ
る
〝
人
間
と
し
て
の
態
度
の
部
分
〞
と
が
、

併
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
八
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
勃
発
と
い
う
異
国
の
出
来
事
を
通
じ
て

│
抽
象
的

な
理
念
に
基
づ
く
革
命
そ
の
も
の
や
革
命
派
の
方
針
を
支
持
す
る
か
否
か
で

│
論
争
が
生
じ
た
。
そ
の
結
果
、
受
動
的
に
で
は
あ
る
が
、

反
・
急
進
主
義
あ
る
い
は
反
・
合
理
主
義
な
ど
の
形
で
、
現
状
と
社
会
秩
序
の
維
持
を
第
一
目
標
と
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
側
面
も
、

イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
は
備
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
は
、
元
来
人
間
の
「
本
能
」
な
ら
び
に
「
態

度
」
で
あ
り
、
そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
勃
発
を
き
っ
か
け
に
、「
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
し
て
も
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
一
九
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
政
界
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
反
対
す
る
政
治
勢
力
が
、
後
に
ト
ー
リ
ー
（T

ory

）
と
呼
ば
れ

る
議
員
集
団
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
小
ピ
ッ
ト
（W

illiam
 P

itt, the Y
ounger

）
の
下
に
再
結
集
し
た
。
こ
の
小
ピ
ッ
ト
派
こ
そ
、
今
日
の

「
院
内
保
守
党
」
の
出
発
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
型
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
一
翼
を
担
う

ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
保
守
党
は
、
混
合
政
体
や
連
合
王
国
の
維
持
な
ど
、
伝
統
的
国
家
構
造
の
擁
護
を
訴
え
続
け

て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
」（B

ritish C
onservatism

）
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
保
守
主
義
と
は
異
な
り
、

「
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
」（B

ritish C
onservative P

arty

）
と
い
う
「
政
党
・
政
治
組
織
」
と
の
繋
が
り
が
極
め
て
強
く
、
歴
史
的
に
見
る
と
、

既
述
の
よ
う
に
両
者
は
殆
ど
一
心
同
体
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
保
守
主

（
八
八
五
）
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四

義
に
関
し
て
は
、
保
守
党
の
存
続
に
直
結
し
た
包
括
的
で
多
様
な
政
治
原
理
、
そ
し
て
何
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
一
つ
の
政
治
ア

ク
タ
ー
と
し
て
理
解
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
を
以
下
の
よ
う
に
定
義
づ
け
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
即
ち
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
は
、
イ

ギ
リ
ス
保
守
党
に
所
属
す
る
政
治
家
の
政
治
的
言
説
・
行
為
・
政
策
な
ど
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
な
す
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
を
支

持
す
る
知
識
人
や
著
述
家
な
ど
の
思
考
的
立
脚
点
と
な
る
、
世
界
観
・
理
念
・
思
想
・
言
動
・
企
て
・
試
み
な
ど
の
総
体
で
あ
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、「
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
を
主
体
と
し
て
発
現
す
る
多
様
な
政
治
現
象
の
本
質
も
し
く
は
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」
で
も
あ
る

（
2
）

。

不
十
分
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
定
義
を
用
い
れ
ば
、
例
え
ば
保
守
党
党
首
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
政
権
維
持
・
奪
回
戦
略
、
あ
る
い

は
種
々
の
選
挙
に
お
け
る
保
守
党
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
ま
た
、「
政
治
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
」
と
し
て
幅
広
く
捉
え

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
で
は
、
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
は
、
い
か
な
る
点
で
機
能
不
全
な
の
だ
ろ
う
か
。

⑵　

総
選
挙
結
果
に
見
る
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
地
域
代
表
機
能
不
全

そ
れ
は
、
と
り
わ
け
総
選
挙
結
果
で
見
た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
・
保
守
主
義
が
最
早
「
連
合
王
国
」
全
体
を
代
表
し
て
お
ら
ず
、

ほ
と
ん
ど
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
と
い
うnation

・
地
域
（territory

）
で
し
か
、
国
政
レ
ベ
ル
の
代
表
（
保
守
党
議
員
）
を
選
出
し
て
い
な

い
事
実
に
求
め
ら
れ
る
。

勿
論
そ
の
他
の
面
に
お
い
て
も
、
保
守
党
は

│
労
働
党
も
含
め
て

│
政
治
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
機
能
を
十
分
果
た
せ
な
く
な
っ
て

き
た
と
言
え
る
。
例
え
ば
保
守
党
「
草
の
根
」
党
員
数
の
変
化
を
見
る
と
、
一
九
五
三
年
の
約
二
八
〇
万
人
が
約
二
〇
万
人
（
二
〇
〇
八

年
）
に
ま
で
減
少
し
て
い
る

（
3
）

。
ま
た
、
二
大
政
党
に
対
す
る
有
権
者
の
一
体
感
も
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
減
少
し
続
け
て
い
る

（
4
）

と
言
わ
ざ

（
八
八
六
）
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五

る
を
得
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
よ
り
客
観
的
か
つ
明
白
な
デ
ー
タ
で
示
す

こ
と
の
で
き
る
「
政
党
の
機
能
不
全
」
と
い
う
意
味
で
は
、
国

政
政
権
選
択
の
場
と
な
る
総
選
挙
の
結
果
に
着
目
す
る
の
が
最

適
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果

（
一
九
四
五
│
二
〇
一
五
）
を
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
北
部
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
を
除
い
た
テ
リ
ト
リ
ー
別
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し

よ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
連
合
王
国
を
構
成
し
て
い
る
四
大
テ
リ
ト

リ
ー
の
う
ち
、
特
殊
な
地
域
事
情
を
抱
え
る
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
で
は
、
一
九
七
〇
年
総
選
挙
（
保
守
党
か
ら
四
人
の
み
選
出
）

を
最
後
に
主
要
政
党

│
保
守
党
、
労
働
党
、
自
由
党
（
現
・

自
民
党
）

│
か
ら
当
選
者
を
一
人
も
出
し
て
い
な
い

（
5
）

。
そ
こ

で
残
り
三
つ
の
テ
リ
ト
リ
ー
の
う
ち
、
既
述
の
と
お
り
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
保
守
党
当
選
者
数
を
調
べ
て

み
る
と
、
表
1
の
と
お
り
と
な
る
。

先
ず
、
現
在
労
働
党
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
（
以
下

表 1　戦後イギリス総選挙におけるスコットランドおよびウェールズの二大政党獲得議席数

（1945-2015）

総　選　挙 1945 1950 1951 1955 1959 1964 1966 1970 1974（F）1974（O） 1979 1983

スコットランド
　　　保守党 29 32 35 36 31 24 20 23 21 16 22 21
　　　労働党 37 37 35 34 38 43 46 44 40 41 44 41

ウェールズ
　　　保守党 4 4 6 6 7 6 3 7 8 8 11 14
　　　労働党 25 25 27 27 27 28 32 27 24 23 22 20

1987 1992 1997 2001 2005 2010 2015

スコットランド
　　　保守党 10 11 0 1 1 1 1
　　　労働党 50 49 56 56 41 41 1

ウェールズ
　　　保守党 8 6 0 0 3 8 11
　　　労働党 24 27 34 34 29 26 25

出典 　D. Butler and G. Butler, British Political Facts, tenth edition, 2011, pp. 272-273 ほ
かに基づき筆者作成。

（
八
八
七
）
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六

Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
の
地
盤
と
な
っ
て
い
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
見
て
み
る
と

│
隔
世
の
感
が
あ
る
が

│
一
九
五
〇
年
代
初
頭
ま
で
、
保
守
・

労
働
二
大
政
党
の
獲
得
議
席
数
は
意
外
に
も
ほ
ぼ
均
等
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
一
九
五
五
年
総
選
挙
に
限
り
、
保
守
党
獲
得
議

席
数
（
三
六
）
が
、
僅
か
だ
が
労
働
党
獲
得
議
席
数
（
三
四
）
を
上
回
っ
て
さ
え
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
と
り
わ
け
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret T
hatcher

）
政
権
期
（
一
九
七
九
│
一
九
九
〇
）
に
な
る
と
、

両
党
の
獲
得
議
席
数
は
差
が
開
い
て
い
く
一
方
と
な
る
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
取
り
巻
く
情

勢
の
変
化
、
と
り
わ
け
北
海
油
田
の
発
見
・
開
発
に
伴
う
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
機
運
の
高
ま
り
が
あ
っ
た
。
ま
た
一
九
八
〇
年
代
に
お

け
る
新
自
由
主
義
の
抬
頭
に
加
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
チ
ャ
ー
ジ
、
い
わ
ゆ
る
「
人
頭
税
」
の
先
行
導
入
計
画
に
象
徴
さ
れ
る
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
中
心
的
な
サ
ッ
チ
ャ
ー
保
守
党
政
権
の
長
期
化
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
学
の
泰
斗
ギ
ャ
ン
ブ
ル
（A

ndrew
 G

am
ble

）
に
よ
っ
て
も
、
次
の
よ
う
な
分
析
・
説
明

が
な
さ
れ
て
い
る
。「
全
て
が
変
わ
り
出
し
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
事
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
統
一
党
（the 

S
cottish U

nionists

）
は
、
一
九
六
五
年
、
正
式
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
保
守
党
（the S

cottish C
onservatives

）
と
な
っ
た
。
エ
ド
ワ
ー

ド
・
ヒ
ー
ス
（E

dw
ard H

eath

）
党
首
の
下
で
保
守
党
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
地
方
分
権
改
革
を
い
の
一
番
に
支
持
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
抬
頭
に
対
応
し
た
の
だ
が
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
党
首
の
時
代
に
な
る
と
、
保
守
党
は
地
方
分
権
を
拒
絶
す
る
と
共
に
、

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
議
会
の
い
か
な
る
弱
体
化
に
対
し
て
も
、
タ
カ
派
の
ご
と
く
反
対
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
保
守
党
支
持
が
長
期
的
に
衰
退
し
て
い
く
の
を
食
い
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
が

あ
っ
た
の
で
あ
る

（
6
）

」。

そ
し
て
野
党
ブ
レ
ア
（T

ony B
lair

）
労
働
党
が
「
地
滑
り
勝
利
」
を
収
め
、
一
八
年
ぶ
り
の
政
権
交
代
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー

（
八
八
八
）
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七

（N
ew

 L
abour

）
政
権
を
誕
生
さ
せ
た
一
九
九
七
年
総
選
挙
で
は
、
保
守
党
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
出
議
員
は
つ
い
に
一
人
も
い
な
く

な
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
国
政
の
次
元
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
地
域
を
代
表
す
る
保
守
党
議
員
は
、
一
人
程
度
で
推
移
し
て
い
る
。

次
に
ウ
ェ
ー
ル
ズ
を
見
て
み
る
と
、
保
守
党
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
以
上
に
振
る
わ
ず
、
や
は
り
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
期
の
一
九
九
七

年
、
二
〇
〇
一
年
と
、
二
回
続
け
て
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
の
議
員
選
出
に
成
功
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
現
在
で
も
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
地
域
を
代
表

す
る
保
守
党
議
員
は
労
働
党
議
員
の
三
分
の
一
程
度
し
か
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
と
り
わ
け
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
保
守
党
は
ユ
ニ
オ
ニ
ス
ト
（U

nionist

）、
即
ち
「
イ
ギ
リ
ス
（
連
合
王
国
）
全
体
の
利
益
を
代
表
し
、
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を

含
む
連
合
王
国
全
体
を
統
一
す
る
党
」
を
標
榜
し
な
が
ら
、
総
選
挙
（
獲
得
議
席
）
と
い
う
文
脈
で
は
、
ほ
ぼ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
地
域
利

益
の
み
を
代
表
す
るE

nglish-based R
um

p

で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
状
況
を
前
述
の
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
対
比
さ
せ
る
な
ら
、

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
は
最
早E

nglish N
ational P

arty

（
Ｅ
Ｎ
Ｐ
）
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

こ
う
し
て
、
地
域
代
表
機
能
の
実
態
か
ら
す
れ
ば
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
党
」
で
あ
り
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
小
選
挙
区
制
効
果
や
（
全
人
口

の
約
八
五
％
を
占
め
る
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
人
口
集
中
の
お
か
げ
で
、
ほ
と
ん
ど
単
独
政
権
と
し
て
保
守
党
は
イ
ギ
リ
ス
政
治
を
担
う
こ

と
が
で
き
た
。
そ
し
て
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
は
、
メ
ー
ジ
ャ
ー
（John M

ajor

）
首
相
時
代
の
一
九
九
七
年
以
来
一
八
年
ぶ
り
の
単
独

政
権
に
復
帰
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
一
人
（
全
五
九
議
席
中
、
労
働
党
議
員
一
人
、
自
民
党
議

員
一
人
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
議
員
五
六
人
）、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
三
人
増
え
た
も
の
の
結
局
一
一
人
（
全
四
〇
議
席
中
、
労
働
党
議
員
二
五
人
、
自
民
党
議
員

一
人
、
地
域
民
族
主
義
政
党
の
プ
ラ
イ
ド
カ
ム
リ
議
員
三
人
）
し
か
保
守
党
議
員
は
誕
生
し
て
い
な
い

（
7
）

。

以
上
の
結
果
か
ら
、
リ
ベ
ラ
ル
保
守
主
義

（
8
）

に
基
づ
き
、
統
治
能
力
復
活
の
努
力
を
し
て
き
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
が
二
〇
一
〇
年
総
選

挙
で
政
権
交
代
に
成
功
し
た
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
党
の
い
わ
ば
「
顔
」
が
変
わ
っ
た
結
果
で
し
か
な
か
っ
た
。
保
守
党
の
「
胴
体
」
で

（
八
八
九
）
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八

あ
る
院
内
保
守
党
・
下
院
議
員
や
、
そ
の
選
出
母
体
で
党
の
「
足
」
と
も
言
え
る
地
方
組
織
・
党
員
は
、
現
在
で
も
従
来
ど
お
り
、
ほ
と

ん
ど
Ｅ
Ｎ
Ｐ
の
ま
ま
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
〇
一
七
年
現
在
、
保
守
党
政
権
と
そ
の
保
守
主
義
は
、
基
本
的
に
「
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
地
域
の
利
益
」
し
か
代
表
で
き
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
ま
で
の
よ
う
に
（
基
本
的
に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の

圧
倒
的
人
口
集
中
、
小
選
挙
区
制
、
政
党
組
織
の
規
模
、
そ
し
て
統
治
能
力
に
関
す
る
経
験
や
伝
統
の
お
か
げ
で
）、
保
守
党
単
独
で
「
イ
ギ
リ
ス
全

体
の
利
益
」
を
代
表
し
、
統
治
す
る
資
格
を
与
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
、
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

⑶　

現
代
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
ジ
レ
ン
マ

│
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
か
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
か

し
た
が
っ
て
、「
従
来
ど
お
りB

ritish

やU
nionism

を
建
前
と
し
つ
つ
、
総
選
挙
に
勝
っ
て
政
権
を
獲
得
・
維
持
す
る
だ
け
な
ら
ば
、

E
nglish

で
も
構
わ
な
い
」。
こ
れ
が
、
選
挙
区
配
分
な
ど
を
考
慮
し
た
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
・
保
守
党
側
の
疑
い
よ
う
の
な
い

実
態
・
本
音
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
前
述
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
、
一
九
八
〇
年
代
末
に
行
っ
た
サ
ッ

チ
ャ
リ
ズ
ム
分
析
を
通
じ
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
問
題
点
や
そ
の
本
質
を
考
え
る
う
え
で
も
極

め
て
重
要
な
指
摘
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
少
々
長
く
な
る
が
以
下
の
と
お
り
引
用
す
る
。

「
投
票
か
ら
得
ら
れ
る
証
拠
は
、
保
守
党
の
立
場
が
難
攻
不
落
で
あ
る
と
は
示
唆
し
て
い
な
い
。
保
守
党
の
支
持
の
広
が
り
よ
り
も
、

集
中
の
ほ
う
が
い
っ
そ
う
顕
著
で
あ
る
。
旧
来
の
連
合
王
国
統
一
党
と
し
て
の
歴
史
的
衰
退
は
、
大
都
市
と
幾
つ
か
の
地
域
、
と
く
に
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
続
い
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
下
で
も
止
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
加
速
し
て
い
る
。

投
票
行
動
の
地
域
差
の
幾
つ
か
は
、
非
常
に
著
し
く
な
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
保
守
党
の
足
場
の
崩
壊
は
、
こ
の
最
も
驚
く

べ
き
例
で
あ
る
。（
中
略
）

（
八
九
〇
）
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九

し
か
し
、
保
守
党
が
、
特
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
党
首
の
時
期
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
選
挙
に
勝
つ
た
め
に
自
分
た
ち
を
連
合
王
国
統
一
の
党
と

し
て
描
き
出
す
こ
と
は
も
は
や
必
要
で
は
な
い
し
、
可
能
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
連
合
王
国
統
一
主
義
は
帝
国
と
共
に
衰
退
し
た
。

保
守
主
義
は
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
い
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
保
守
党
の
国
民
は
も
は
や
、
帝
国
と
連
合
王
国
統
一

の
国
民
で
は
な
い
。
保
守
党
の
訴
え
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
そ
し
て
、
か
つ
て
の
帝
国
の
本
国
の
心
臓
部
で
あ
っ
た
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
特
定
地
域
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
新
し
い
傾
向
で
は
な
い
。
連
合
王
国
に
お
け
る
北
部
と
南
部
の
分
裂
は
戦
後
を
通
じ
て
確
実
に
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

…
…

（
9
）

」
こ
の
説
明
か
ら
分
か
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
化
、
あ
る
い
は
同
党
の
Ｅ
Ｎ
Ｐ
化
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
時
代
以
前
か

ら
徐
々
に
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
流
れ
に
「
竿
指
す
」
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権

だ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
問
題
点
の
本
質
と
し
て
、
こ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
・
保
守
党
は
こ
の
ま
ま

Ｅ
Ｎ
Ｐ
で
よ
い
の
か
、
換
言
す
れ
ば
そ
の
軸
足
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
、
即
ち
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
（E

nglishness

）
に
も
っ
と
移
す
べ

き
か
、
そ
れ
と
も
連
合
王
国
統
一
の
党
と
し
て

│
最
早
不
可
能
か
も
し
れ
な
い
が

│
従
来
ど
お
り
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス

（B
ritishness

）
に
置
き
続
け
る
べ
き
な
の
か
と
い
う
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

例
え
ば
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
に
そ
の
軸
足
を
置
き
続
け
れ
ば
、
中
道
的
か
つO

ne N
ation

的
イ
メ
ー
ジ
が
残
る
た
め
、
一
九
世
紀

の
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
（B

enjam
in D

israeli

）
元
首
相
以
来
伝
統
的
に
「
国
民
政
党
」
あ
る
い
は
「
階
級
の
カ
ベ
を
越
え
て
統
治
で
き
る
政

党
」
を
標
榜
し
て
き
た
保
守
党
「
ら
し
さ
」
は
維
持
さ
れ
る
。
し
か
し
既
成
政
党
不
信
が
高
ま
る
中
、
か
え
っ
て
「
白
々
し
さ
」
を
強
め

て
、
逆
効
果
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
今
度
は
、
現
在
国
政
第
三
政
党
に
躍
進
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
対
抗
す
る
べ
く
イ

（
八
九
一
）
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一
〇

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
に
軸
足
を
置
こ
う
と
す
る
と
、
そ
の
地
域
代
表
機
能
の
実
態
に
は
即
し
て
い
る
も
の
の
、
狭
量
か
つ
極
端
な
イ
メ
ー

ジ
を
内
外
に
与
え
か
ね
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
ジ
レ
ン
マ

（
10
）

を
抱
え
た
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主

義
・
保
守
党
は
、
当
分
そ
の
「
両
面
」
を
見
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に

関
す
る
ジ
レ
ン
マ
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
う
伝
統
的
地
盤
を
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
つ
い
に
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
奪
わ
れ
た
（
表
1
を
参
照
）

現
在
の
労
働
党
に
も
当
て
は
ま
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
そ
の
実
態
に
合
わ
せ
て
、
あ
る
い
は
二
〇
一
六
年
に
ほ
ぼ
決
定
づ
け
ら
れ
た
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
地
域
別
（
周
知
の
よ
う
に
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
約
六
割
の
有
権
者
が
Ｅ
Ｕ
残
留
を
選
択
し
た
の
に
対
し
、
ロ
ン
ド
ン
を
除
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
Ｅ
Ｕ
離
脱
派
が
圧
倒
的
優
位
を
占
め

た
）
結
果

（
11
）

に
基
づ
き
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
が
名
実
共
に
Ｅ
Ｎ
Ｐ
に
変
質
し
た
と
し
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
は
さ
ら
に
難
題
が
待
ち

受
け
て
い
る
。
そ
れ
は
「
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
化
」
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
同
じ
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
主
な

支
持
基
盤
と
す
る
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
・
イ
ギ
リ
ス
独
立
党
（
以
下
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
）
の
存
在
と
躍
進
、
そ
の
Ｅ
Ｎ
Ｐ
的
傾
向
が
見
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
創
設
当
初
は
振
る
わ
な
か
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
深
化
・
拡
大
に
伴
い
Ｅ
Ｕ
を
離
脱
す
べ
き
「
敵
」
と

見
な
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
は
じ
め
Ｅ
Ｕ
や
既
成
政
党
政
治
へ
の
大
衆
の
不
満
や
不
信
、
あ
る
い
は
不
安
を
利
用
し
て
支
持
を
伸
ば
し

て
き
た
の
が
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
で
あ
る
。
一
見
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、
実
際
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
党
に
過
ぎ
な
い
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
と
の

│
と
り
わ
け
ポ
ス
ト
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の

│
差
異
化
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
点
も
、
イ

ギ
リ
ス
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
保
守
主
義
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、「
小
選
挙
区
制
存
続
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
」（
二
〇
一
一
年
）
と
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
の
是
非

を
問
う
住
民
投
票
」（
二
〇
一
四
年
）
を
切
り
抜
け
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
一
九
九
七
年
以
来
一
八
年
ぶ
り
と
な
る
単
独
政
権
を
実
現
し

（
八
九
二
）



Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
政
治
学
（
渡
辺
）

一
一

た
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
で
さ
え
、
少
な
く
と
も
上
述
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
が
方
向
づ
け
ら
れ
た
と
は
い
え
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
も
保
守
党
も
、
従
来
ど
お
り
「
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
」
と
い
う
そ
の
立
脚
点
か
ら
「
イ
ギ
リ
ス
全
体
」
を
統
治
で
き
て
い
る
「
振
り
」
を
続
け
て
い
れ
ば
済
む
時
代
で
も
な
く
な
っ
て
き
た
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
に
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
（B

ritain

な
い
し
Ｕ
Ｋ
）
を
代
表
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
保
守

主
義
と
い
う
政
治
ア
ク
タ
ー
は
、
激
変
す
る
内
外
の
情
勢
下
で
、
実
は
足
元
か
ら
半
分
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
。
し
か
も
自
ら
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
た
ま
ま
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

3
．
欧
州
懐
疑
的
な
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
そ
の
課
題

⑴　
「
イ
ギ
リ
ス
型
欧
州
懐
疑
主
義
」
か
ら
「
欧
州
懐
疑
的
な
イ
ギ
リ
ス
」
へ

│
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
転
換
の
必
要
性

近
年
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
政
治
に
対
す
る
有
権
者
の
不
満
・
不
信
に
基
づ
く
異
議
申
立
て
が
、
欧
州
懐
疑
主
義
と
い
う
形
と
な
っ
て
展

開
し
や
す
い
。
イ
ギ
リ
ス
、
と
り
わ
け
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、「
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
」
か
つ
「
超
国
家
的
」
な
面
で
、
元
来
相
容
れ
な
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
深
化
・
拡
大
を
続
け
る
「
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
に

│
一
九
七
三
年
の
Ｅ
Ｃ
加
盟
以
来

│
組
み
込
ま
れ
て
し

ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
政
治
学
者
の
ギ
フ
ォ
ー
ド
（C

hris G
iff ord

）
は
、「
帝
国
を
失
っ
て
以
来
、
こ
の
問
題
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
政
治
的
組
織
化
の
核
心
部
分
と
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る

（
12
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

イ
ギ
リ
ス
と
し
て
の
価
値
も
し
く
は
利
益
が
、「
イ
ギ
リ
ス
政
府
」
経
由
で
「
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
に

│
そ
の
様
々
な
規
制
を
通
じ
て

│
抑
え
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
反
動
で
、
イ
ギ
リ
ス
と
し
て
の
自
律
性
や
独
自
性
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
動
き
も
ま
た
、

（
八
九
三
）
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経
研
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号
（
二
〇
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年
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一
二

必
然
的
に
「
イ
ギ
リ
ス
政
府
」
へ
の
反
発
、
特
に
二
大
政
党
へ
の
異
議
申
立
て
と
い
う
形
に
な
り
や
す
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ギ
リ
ス
に
お

け
る
広
義
の
欧
州
懐
疑
主
義
は
既
成
政
党
を
批
判
の
対
象
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
て
ギ
フ
ォ
ー
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
欧
州
懐
疑
主
義
に
つ
い
て
も
、「
最
早
イ
ギ
リ
ス
政
治

の
静
か
な
、
あ
る
い
は
一
時
的
な
側
面
と
し
て
見
る
べ
き
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
あ
り
方
を
決
定
づ
け
る
本
質
的
か
つ
系
統
だ
っ
た
存

在
と
な
っ
て
い
る
」
の
で
、「
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
『
イ
ギ
リ
ス
型
欧
州
懐
疑
主
義
』（B

ritish E
uroscepticism

）
か
ら
『
欧
州
懐
疑
的

な
イ
ギ
リ
ス
』（E

urosceptic B
ritain

）
…
…
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

（
13
）

」
と
説
く
。
因
み
に
欧
州
懐
疑
主
義
と
い
う
言
葉
が
イ
ギ
リ

ス
で
公
式
に
登
場
し
た
の
は
、
一
九
八
五
〜
八
六
年
の
タ
イ
ム
ズ
紙
（T

h
e T

im
es

）
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
記
事
と
さ
れ
る

（
14
）

。
周
知
の
よ
う

に
、
こ
の
一
九
八
五
年
と
い
う
年
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
史
上
、
一
つ
の
節
目
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
年
の
ド
ロ
ー
ル
（Jacque 

D
elors

）
欧
州
委
員
長
就
任
と
、
そ
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
る
「
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
変
質
、
具
体
的
に
は
従
来
の
「
資
本
家
ク
ラ

ブ
」
か
ら‘social E

urope ’

あ
る
い
は‘ever closer union ’

へ
の
変
質
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
側
の

│
と
り
わ
け
保
守
党
に
代
表
さ
れ

る
右
派
か
ら
の

│
反
応
な
い
し
異
議
申
立
て
を
通
じ
て
、
こ
の
言
葉
が
定
着
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
進
展
（
深
化
・
拡
大
）
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で
、「
欧
州
懐
疑
的
な
イ
ギ
リ

ス
」
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ポ
ス
ト
・
ド
ロ
ー
ル
の
「
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」、
即
ち
今
日
の

Ｅ
Ｕ
へ
の
イ
ギ
リ
ス
的
異
議
申
立
て
を
担
え
る
ア
ク
タ
ー
と
し
て
、
同
時
期
の
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
に
象
徴
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の

存
在
と
役
割
が
、
今
ま
で
以
上
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
「
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
こ
う
し
た
変
質
が
、
労
働
党
や
自
民
党
、
あ
る
い
は
緑
の
党
な
ど
の
中
道
左
派
諸
政
党
に
一
方
的
な
政

治
的
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
か
と
い
う
と
、
話
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、
い
わ
ゆ
る
「
反
・
エ
リ
ー
ト
／
エ
ス
タ
ブ

（
八
九
四
）



Ｂ
Ｒ
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Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
政
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学
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渡
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一
三

リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
」
と
い
う
形
で
極
右
派
か
ら
旧
・
極
左
派
に
至
る
ま
で
、「
反
・
二
大
政
党
的
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
が
「
欧
州
懐
疑
主
義
」

と
結
び
つ
い
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
上
述
し
た
理
由
で
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
比
較
的
結
び
つ
き
や
す
く
な
っ
た
欧
州
懐

疑
主
義
は
、
左
・
右
両
派
の
「
カ
ベ
」
を
越
え
、
二
大
政
党
政
治
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
へ
の
異
議
申
立
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
ツ
ー
ル

と
し
て
も
利
用
さ
れ
や
す
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ギ
フ
ォ
ー
ド
は
、「
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
欧
州
懐
疑
派
の
結

集
こ
そ
、『
欧
州
懐
疑
的
な
イ
ギ
リ
ス
』
を
決
定
づ
け
る
特
徴
で
も
あ
っ
た

（
15
）

」
と
述
べ
る
。

そ
し
て
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
こ
の
「
二
大
政
党
（
エ
リ
ー
ト
）　

対　

欧
州
懐
疑
主
義
・
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
反
・
エ
リ
ー
ト
）」
と
い
う

構
図
に
、
①
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
生
じ
た
新
た
な
二
極
化
・
社
会
不
安
の
増
大
と
、
②
ブ
レ
ア
政
権
を
通
じ
て
実
現
し
た
地
方
分
権

改
革
（
例
え
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
の
復
活
な
ど
）
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
な
ど
に
お
け
る
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
い
し

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
再
確
認
」
の
動
き
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。
統
合
を
深
め
た
Ｅ
Ｕ
の
存
在
は
、
と
り
わ
け
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
を
目

指
す
勢
力
（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
代
表
さ
れ
る
分
離
独
立
主
義
者
）
に
好
都
合
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
独
立
国
家
と
し
て
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
す
れ
ば
、

（
種
々
の
助
成
や
規
制
も
含
め
て
）
Ｅ
Ｕ
の
直
接
的
介
入
を
利
用
し
や
す
く
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
「
欧
州
懐
疑
的
な
イ
ギ
リ
ス
」
は
、
経
済
格
差
や
社
会
不
安
に
苦
し
ん
で
い
た
り
、
既
成
政
党
や
、
と

り
わ
け
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
側
（
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
の
要
求
な
ど
に
不
満
を
抱
い
た
り
す
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
住
民
の
一
部
か
ら
支
持
さ
れ
て
い

く
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
も
、
既
述
の
よ
う
に
国
内
地
域
別
の
結
果＜

註（
11
）も
参
照＞

を
見
る
と
、

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
、
即
ち
（E

ngland

＋exit

）
的
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
と
い
う
現
象
は
、

あ
る
意
味
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
」
あ
る
い
は
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
関
連
し
た

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
的
現
象
」
と
し
て
も
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

（
16
）

。

（
八
九
五
）
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一
四

ギ
フ
ォ
ー
ド
も
、「
今
や
欧
州
懐
疑
的
な
イ
ギ
リ
ス
と
い
う
形
で
結
集
し
た
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
か
つ
排
他
的
な
イ
ギ
リ
ス
型
欧
州
懐

疑
主
義
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
動
員
し
た
り
設
定
し
た
り
す
る
、
断
片
的
と
い
う
よ

り
も
っ
と
広
い
基
盤
に
基
づ
い
た
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動
と
し
て
認
識
さ
れ
る
べ
き

（
17
）

」
と
し
て
、
こ
う
し
た
見
方
に
同
意
し
て
い
る
。

因
み
に
、
同
じ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
主
な
選
挙
基
盤
と
す
る
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
と
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
と
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
相
違
を
簡
潔
に
示
す

と
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
が
伝
統
的
にm

oderate C
entre-R

ight

な
の
に
対
し
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
人
種
主
義
な
ど
に

立
脚
す
る
イ
ギ
リ
ス
国
民
党
（
以
下
Ｂ
Ｎ
Ｐ
）
のF

ar R
ight

で
は
な
く
、R

adical R
ight

と
さ
れ
て
い
る

（
18
）

。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
保

守
党
はU

K
 U

nionism

、B
ritish N

ationalism

を
軸
に
、
主
と
し
て
穏
健
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
掲
げ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
中
心

（
19
）

と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
と
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
は
、
欧
州
懐
疑
主
義
と
い
う
点
で
共
通

点
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
面
で
は
明
確
な
相
違
点
が
見
出
せ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
を
ほ
ぼ
実
現
し
つ
つ
あ
る
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
関
し
て
は
、
単
な
る
「
イ
ギ
リ
ス
型
欧
州
懐

疑
主
義
」
で
は
な
く
、
ギ
フ
ォ
ー
ド
が
主
張
す
る
よ
う
に
「
欧
州
懐
疑
的
な
イ
ギ
リ
ス
」（
特
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
と
い
う
視
座
で
検
討
す

る
姿
勢
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑵　

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
欧
州
懐
疑
主
義
の
諸
相
と
現
代
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

ヒ
ー
ス
（E

dw
ard H

eath

）
政
権
が
Ｅ
Ｃ
加
盟
を
実
現
し
た
一
九
七
三
年
当
時
の
保
守
党
で
は
、
パ
ウ
エ
ル
（E

noch P
ow

ell

）
の
よ
う

な
異
端
の
欧
州
懐
疑
派
議
員
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
が
、
基
本
的
に
は
親
・
欧
州
派
が
党
内
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
。
そ
の
後
サ
ッ

チ
ャ
ー
時
代
を
経
て
、
保
守
党
が
ほ
ぼ
完
全
に
今
日
の
よ
う
な
欧
州
懐
疑
派
の
党
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
七
年
総
選
挙
地
滑
り
敗
北
以

（
八
九
六
）



Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
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政
治
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（
渡
辺
）

一
五

降
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ク
ラ
ー
ク
（K

enneth C
larke

）
に
代
表
さ
れ
る
か
つ
て
の
親
・
欧
州
派
議
員
が
保
守
党
か
ら
完
全
に
消

滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
数
的
に
見
る
と
党
内
親
・
欧
州
派
議
員
と
呼
べ
る
の
は
ほ
ぼ
数
名
程
度
で
あ
り
、
今
や
党
内
「
絶
滅
危
惧

種
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
で
は
、
Ｅ
Ｕ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で
「
残
留
」
を
訴
え
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
前
首
相
や
オ
ズ
ボ
ー
ン

（G
eorge O

sborne
）
前
財
務
相
た
ち
は
、
親
・
欧
州
派
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

前
述
の
ギ
フ
ォ
ー
ド
他
に
よ
れ
ば
、
欧
州
懐
疑
主
義
に
関
す
る
学
術
的
研
究
は
、
タ
ッ
ガ
ー
ト
（P

aul T
aggart

）
を
中
心
と
す
る
「
サ

セ
ッ
ク
ス
学
派
」（the S

ussex S
chool

）
と
、
マ
ー
ク
ス
（G

ary M
arks

）
な
ど
の
「
ノ
ー
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
学
派
」（the N

orth 

C
arolina S

chool

）
の
二
大
学
派
を
通
じ
て
発
展
し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
主
に
詳
細
な
国
別
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
や
定
義
づ

け
の
精
錬
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
き
、
後
者
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
幅
広
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
横
断
的
な
政
党
と
世
論
、

そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
の
繋
が
り
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
サ
セ
ッ
ク
ス
学
派
で
は
、
欧
州
懐
疑
主
義
を
、「
ハ
ー
ド
な
欧
州
懐
疑
主

義
」（hard E

uroscepticism

）
と
「
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
主
義
」（soft E

uroscepticism

）
に
区
分
す
る
。
同
じ
欧
州
懐
疑
主
義
で
も
前
者

は
、
統
合
の
制
度
的
土
台
を
非
難
し
た
り
、
そ
の
全
体
的
な
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
批
判
し
た
り
、
あ
る
い
は
統
合
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も

原
理
的
に
反
対
す
る
の
で
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
執
着
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
拒
否
さ
れ
た
り
批
判
さ
れ
た
り
し
た
特
殊
な
政
策
の
み

に
攻
撃
を
限
定
し
、
国
益
を
重
視
し
た
異
議
申
立
て
程
度
に
留
め
る
の
で
、
統
合
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
枠
組
み
内
で
の
競
争
性
は
重
視
す
る

（
20
）

。

サ
セ
ッ
ク
ス
学
派
に
基
づ
く
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
な
ど
保
守
党
内
の
Ｅ
Ｕ
残
留
派
は
「
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
主
義
」
に
分
類
し
て
よ
い
。

イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
お
け
る
こ
れ
ら
二
つ
の
欧
州
懐
疑
主
義
は
、
政
治
学
者
リ
ン
チ
（P

hilip L
ynch

）
ら
に
よ
っ
て
、
図
1
の
よ
う

に
示
さ
れ
て
い
る
。
リ
ン
チ
ら
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
以
外
に
「
さ
ら
な
る
主
権
の
委
譲
を
支
持
す
る
保
守
主
義
者
」
は
一
応
「
親
・
欧
州

派
」（pro-E

uropean

）
と
さ
れ
、
そ
れ
以
外
は
全
て
欧
州
懐
疑
派
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
図
式
に
従
う
と
、

（
八
九
七
）



政
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研
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五
十
三
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号
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二
〇
一
七
年
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）

一
六

キ
ャ
メ
ロ
ン
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
保
守
党
「
残
留
派
」
の
お
そ
ら
く
大
半
は
、「
ソ
フ
ト
な
欧

州
懐
疑
派
」
の
中
の
「
Ｅ
Ｕ
に
譲
っ
た
権
限
の
一
部
取
戻
し
を
志
向
」
す
る
人
び
と

（m
inim

alist revisionists （
21
））

と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
図
式
を
見
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
が
欧
州
懐
疑
主
義
と
密
接
に
結
び
つ
く
こ
と
が

明
白
で
あ
る
と
同
時
に
、
興
味
深
い
事
実
が
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
く
。
そ
れ
は
、
図
1
に
お
け

る
「
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
主
義
」
の
「
現
状
維
持
志
向
」
派
を
除
く
三
つ
の
立
場
全
て
が
、

Ｅ
Ｕ
や
イ
ギ
リ
ス
政
府
を
共
通
の
「
敵
」
と
し
て
民
衆
の
不
満
を
煽
っ
た
り
、
民
衆
の
利
益
擁

護
と
い
う
立
場
か
ら
攻
撃
し
た
り
す
る
「
現
代
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
と
何
ら
か
の
形
で
結
び
つ

き
や
す
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
第
一
に
、
三
つ
と
も
「
現
状
維
持
志
向
」
で

は
な
い
の
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
違
い
や
党
派
を
越
え
て
、
人
び
と
の
様
々
な
不
満
の
解
消
、

つ
ま
り
現
状
打
開
を
掲
げ
て
総
動
員
す
る
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
つ
く
り
や
す
く
な
る
か
ら
で

あ
る
。
第
二
に
、
自
主
性
や
自
律
性
を
何
ら
か
の
形
で
重
ん
じ
る
こ
れ
ら
三
つ
の
立
場
全
て
が
、

〝
弱
め
ら
れ
た
〞
イ
ギ
リ
ス
も
し
く
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、

あ
る
い
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
再
認
識
な
ど
に
も
影
響
し
や
す
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
だ
と

す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
欧
州
懐
疑
主
義
は
、
ま
さ
に
「
現
代
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

（
22
）

」
を

媒
介
と
し
て
結
び
つ
き
や
す
い
関
係
に
あ
る
。
同
時
に
、
両
者
の
関
係
性
は
、
今
日
に
お
け
る

イ
ギ
リ
ス
政
治
の
基
本
的
輪
郭
を
構
成
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

図 1　イギリス保守主義における欧州懐疑主義の位置づけ

「ＥＵ離脱志向」　⇔　「自由貿易と単一市場に基礎づけられた ‘a Norway plus’ 関係を志向」

「ＥＵに譲った権限の一部取戻しを志向」　⇔　「現状維持志向」

出典 　P. Lynch and R. Whitaker, ‘Where There is Discord, Can They Bring Harmony?  
Managing Intra-Party Dissent on European Integration in the Conservative Party’, 
British Journal of Politics and International Relation, 15, 2013, p. 319の図に基づき
筆者作成。

ハードな欧州懐疑主義

ソフトな欧州懐疑主義

（
八
九
八
）
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Ｘ
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Ｔ
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一
七

さ
ら
に
こ
の
図
式
は
、
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
に
も
当
て
は
ま
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
憲
法
学
者
ボ
グ
ダ
ナ
ー
（V

ernon 

B
ogdanor

）
は
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
結
果

（
23
）

を
分
析
し
て
、
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
の
総
選
挙
結
果
は
、
地
域
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
時
代
の
幕
開
け
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
民
主
主
義
の
危
機
を
示
し
、「
保
守
党
や
労
働
党
な
ど
のm

ainstream
 

parties　

対　

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
い
っ
たnew

 populist parties

」
と
い
う
構
図
で
争
わ
れ
、
後
者
が
躍
進
し
た
（
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
の
得

票
率
が
全
国
第
三
位
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
獲
得
議
席
数
は
第
三
位
）。
後
者
が
躍
進
し
た
の
は
、
Ｅ
Ｕ
の
お
か
げ
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
経
済
よ
り
も
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
諸
問
題
（
例
え
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
独
立
問
題
や
移
民
の
流
入
な
ど
）
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
れ
を
巧
み
に
利
用
し

た
か
ら
で
あ
る
。
後
者
の
共
通
点
は
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
政
治
」
か
ら
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
」
に
転
換
し
よ
う
と
し
た
点
に
あ

り
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
新
た
な
価
値
に
光
を
当
て
た
と
い
う
点
で
意
味
を
持
つ

（
24
）

。

こ
れ
に
対
し
て
主
要
政
党
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
残
さ
れ
た
人
び
と
を
上
手
く
代
表
で
き
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

キ
ャ
メ
ロ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
二
〇
一
五
年
総
選
挙
実
施
当
時
の
主
要
政
党
党
首
は
、
い
ず
れ
も
メ
リ
ト
ク
ラ
ッ
ト
で
あ
る
た
め
、
大
衆

の
利
益
や
感
情
に
は
疎
く
、
そ
の
意
味
で
も
主
要
政
党
は
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
上
記
の
構
図
を
さ

ら
に
解
剖
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
表
す
こ
と
も
で
き
る
。
即
ち
「m

ainstream
 parties

＝internationalist

＝
統
治
階
級
の
大
半
・
メ

リ
ト
ク
ラ
ッ
ト
＝
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
共
感
／
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
を
軽
蔑
＝
Ｅ
Ｕ
残
留
派
」　

対　
「new

 populist 

parties

＝nationalist

＝
一
般
庶
民
の
大
半
・
取
り
残
さ
れ
た
人
び
と
＝
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
反
感
／
ポ
ピ
ュ
リ
ズ

ム
を
強
調
＝
Ｅ
Ｕ
離
脱
派
」
と
い
う
構
図
が
そ
れ
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
対
立
の
構
図
は
保
守
党
内
に
も
反
映
さ
れ
、
前
者
が
キ
ャ
メ
ロ
ン
な
ど
「
Ｅ
Ｕ
残
留
派
」、
後
者
が
一
般
党
員
に
多
い
と

さ
れ
る
「
Ｅ
Ｕ
離
脱
派
」
と
い
う
形
で
説
明
が
つ
く

（
25
）

。
こ
う
し
た
見
方
は
極
め
て
興
味
深
く
、
ま
た
説
得
力
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ

（
八
九
九
）
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八

な
ら
、
歴
史
的
に
見
る
と
、
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）
に
象
徴
さ
れ
る
超
国
家
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
動
き
に
エ
リ
ー
ト

主
義
が
付
随
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
や
Ｅ
Ｕ
に
異
議
を
申
し
立
て
る
欧
州
懐
疑
主

義
は
、
仮
に
エ
リ
ー
ト
の
立
場
か
ら
で
あ
っ
て
も
、
例
え
ば
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
ス
タ
イ
ル
を
採

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
欧
州
懐
疑
主
義
と
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
は
、「
現
代
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
を
媒
介
と
し
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
地

域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
様
々
な
現
代
的
諸
問
題
と
繋
が
り
を
持
ち
や
す
い
こ
と
が
分
か
る
。
既
述
の

よ
う
に
ボ
グ
ダ
ナ
ー
は
、「
社
会
民
主
主
義
・
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
」
が
格
差
是
正
等
の
面
で
現
状
打
開
や
不
満
・
不
安
の
解
消
に
成
功
し

て
い
な
い
状
況
を
指
摘
し
て
い
る

（
26
）

が
、
同
じ
こ
と
は
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
も
当
て
は
ま
る
と
言
え
よ
う
。

⑶　

ポ
ス
ト
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
に
お
け
る
「
欧
州
懐
疑
的
な
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
」
の
あ
り
方

そ
れ
で
は
、
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
な
ら
び
に
二
〇
一
六
年
Ｅ
Ｕ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
経
た
今
日
、
い
わ
ば
ポ
ス
ト

Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
課
題
と
は
何
な
の
か
、
そ
し
て
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
少
な
く
と
も
以
下
の
二
点
は
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
一
に
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
労
働
党
に
取
っ
て
代
わ
る
な
ど
、
地
域
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
躍
進
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
、
や
や
極
端
な
言
い
方
を
す
る
と
「‘B

ritish ’ politics

の
『
終
わ
り
』
の
始
ま
り
」
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

（
27
）

。
し
た
が
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
も
今
後
同
じ
こ
と
が
起
き
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
う

な
っ
た
場
合
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
保
守
党
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
路
線
を
採
る
の
か
、
そ
れ
と
も
（
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
に
よ
っ
て
大
願
成

（
九
〇
〇
）



Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
政
治
学
（
渡
辺
）

一
九

就
し
た
）
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
と
張
り
合
い
、
新
た
な
Ｅ
Ｎ
Ｐ
（E

nglish national party

）
路
線
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
二
面
性

を
抱
え
た
ま
ま
で
行
く
の
か
、
党
と
し
て
の
方
向
性
を
あ
る
程
度
明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
を
選
択
し
た
二
〇
一
六
年
Ｅ
Ｕ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
「
分
断
」

や
「
格
差
」
を
あ
ら
た
め
て
印
象
づ
け
る
結
果
と
な
っ
た
。Y

ouG
ov

の
世
論
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
Ｅ
Ｕ
残
留
（R

em
ain

）
派
に
は

「
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
と
タ
イ
ム
ズ
の
購
読
者
、
自
民
党
・
緑
の
党
・
Ｓ
Ｎ
Ｐ
・
労
働
党
の
各
支
持
者
、
三
九
歳
以
下
の
人
び
と
、
大
卒
者
、

北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
各
住
民
、
Ａ
・
Ｂ
・
C1
各
層
、
学
力
の
高
い
層
」
が
多
く
見
ら
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
（L

eave

）
派
は
「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
メ
イ
ル
・
サ
ン
・
テ
レ
グ
ラ
フ
購
読
者
、
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
と
保
守
党
の

各
支
持
者
、
五
〇
歳
以
上
の
人
び
と
、
ロ
ン
ド
ン
を
除
い
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
各
地
域
の
住
民
、
C2
・
Ｄ
・
Ｅ
各
層
、
学
歴
や
学
力
の
低
い

層
」
で
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

（
28
）

。
こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
社
会
全
体
に
「
分
断
」「
偏
り
」
が
生

じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
や
二
〇
一
六
年
Ｅ
Ｕ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
が
、
前
述
し
た
よ
う
な
形
で
必
然
的
に
表
れ

た
と
も
言
え
よ
う
。

以
上
二
つ
の
変
化
な
い
し
現
象
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
表
1
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

政
権
期
で
さ
ら
に
加
速
し
た
。
し
か
し
そ
の
ル
ー
ツ
を
さ
ら
に
た
ど
っ
て
い
く
と
、
こ
れ
は
戦
後
一
貫
し
た
変
化
・
傾
向
で
あ
っ
た
と
も

言
え
る
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
こ
れ
を
「
北
部
と
南
部
の
分
裂
」
と
捉
え
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。「
こ
の
北
部
と
南
部
の
分
裂
は
、
地

域
的
繁
栄
お
よ
び
失
業
水
準
の
格
差
と
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
景
気
後
退
の
衝
撃
と
、
そ
れ
が
発
端
に
な
っ
た
資
本
主
義
社

会
の
す
べ
て
の
部
分
で
の
再
編
成
の
進
行
に
よ
っ
て
、
多
く
の
社
会
階
層
は
さ
ら
に
分
裂
し
た
。
こ
の
た
め
、
三
分
の
一
社
会
・
三
分
の

二
社
会

│
貧
民
・
不
熟
練
労
働
者
・
失
業
者
が
少
数
派
を
形
成
し
、
定
職
・
相
応
の
安
全
・
上
昇
す
る
実
質
賃
金
を
持
つ
多
数
派
の
市

（
九
〇
一
）
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二
〇

民
と
向
か
い
合
う
社
会

│
の
登
場
に
対
す
る
憂
慮
が
生
ま
れ
て
い
る

（
29
）

」（
傍
線　

引
用
者
）。
こ
う
し
て
見
る
と
、
今
日
の
「
欧
州
懐
疑

的
な
イ
ギ
リ
ス
」
や
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
は
、
世
界
経
済
の
動
向
に
翻
弄
さ
れ
た
戦
後
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
変
質
と
、
そ
の
延
長
線
上
で
捉
え
る

必
要
も
出
て
く
る
。
そ
れ
に
加
え
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
進
展
が
、
こ
れ
に
拍
車
を
か
け

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
但
し
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
結
果
、
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
化
や
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し

て
、
ま
す
ま
す
二
極
化
が
進
む
二
一
世
紀
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
を
直
視
す
る
な
ら
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
（
旧
い
）
上
記
説
明
に
関
し
て
は
、
下

線
部
を
入
れ
替
え
る
必
要
す
ら
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
最
後
に
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
に
関
連
す
る
以
上
二
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
政
治
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
課

題
な
ら
び
に
そ
の
あ
り
方
を
、
そ
の
方
向
性
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
政
治
学
者
ヒ
ッ
ク
ソ
ン
（K

evin 

H
ickson

）
に
よ
る
と
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
は
、
伝
統
的
ト
ー
リ
ー
主
義
（T

raditional T
oryism

）、

ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
（N

ew
 R

ight

）、
ワ
ン
ネ
ー
シ
ョ
ン
（O

ne N
ation

）、
そ
し
て
中
道
派
（C

entre

）
の
四
つ
に
分
類
で
き
る
と
さ
れ
る

（
30
）

。
そ

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
の
特
徴
を
筆
者
な
り
に
図
式
化
し
た
も
の
が
図
2
で
あ
る
。

図
中
の
縦
軸
は
各
々
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
特
性
」
を
、
横
軸
は
各
々
が
「
重
視
す
る
項
目
」
を
表
し
て
い
る
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守

主
義
は
、
図
中
の
「
中
道
派
」
に
一
応
分
類
で
き
る

（
31
）

と
思
わ
れ
る
。
保
守
党
が
「
統
治
政
党
」
な
い
し
「
責
任
政
党
」
で
あ
り
続
け
た
い

の
で
あ
れ
ば
、
今
後
と
も
基
本
的
に
は
こ
の
立
場
に
立
脚
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。「
曖
昧
で
そ
の
成
果
が
分
か
り
に
く
い
」
と
い
っ
た

批
判
も
少
な
く
な
い
と
は
い
え
、
こ
の
立
場
の
み
、「
悪
い
意
味
で
の
極
端
な
」
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
過
度
に
陥
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
現

在
の
「
分
断
」
し
た
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
融
和
を
図
る
こ
と
も
、
理
念
上
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
他
方
で
、
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
と
い
う
現
実
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
中
道
派
に
加
え
て
、「
伝
統
的
ト
ー
リ
ー
主
義
」
か
「
ワ
ン

（
九
〇
二
）
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ネ
ー
シ
ョ
ン
保
守
主
義
」
か
、
ど
ち
ら
に
軸
足
を
置
く
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
仮
に
「
Ｓ
Ｎ
Ｐ
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
が

今
後
も
続
き
、「（
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
た
）
独
立
国
家
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」
が
誕
生
し

た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
い
う
政
治
ア
ク
タ
ー
は
、「
伝
統
的
ト
ー
リ
ー

主
義
」
に
傾
倒
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
な
る
と
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
基

盤
を
置
く
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
と
い
う
可
能
性
も
出
て
く
る
か

も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
者
が
連
合
王
国
の
解
体

（
32
）

を

何
と
し
て
も
回
避
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
「
中
道
派
」
の
立
場

に
依
拠
し
つ
つ
、「
ワ
ン
ネ
ー
シ
ョ
ン
保
守
主
義
」
の
現
代
版
な
い
し
改
訂
版
の

よ
う
な
も
の

（
33
）

を
新
た
に
構
築
し
て
い
く
し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
ポ
ス
ト
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
保

守
主
義
の
課
題
は
、
前
述
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
を
は
じ
め
、
地
域
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
現
代
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
の
「
つ
き
あ
い
方
」「
距
離
の
置
き

方
」
を
ど
う
す
る
の
か
、
こ
れ
に
尽
き
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

図 2　戦後イギリス保守主義の 4大イデオロギー的立場

（イングランド重視）

ナショナル重視

（全国・国民重視）

固定的・排他的・好戦的性格

流動的・包摂的・融和的性格

（市場重視）

グローカル重視

（社会重視）

※①～④の共通点……「個人の自由の尊重」「平等への反対」

出典 　K. Hickson, The Political Thought of Conservative Party since 1945, 2005の内容を参
考に筆者作成。

伝統的トーリー主義 ニューライト

ワンネーション 中　道　派

（
九
〇
三
）
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二

4
．
結
び
に
か
え
て

本
稿
は
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
と
保
守
党
を
、
イ
ギ
リ
ス
で
半
分
機
能
不
全
に
陥
っ
た
一
つ
の
政
治
ア
ク
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

国
内
で
は
最
早
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
域
し
か
代
表
し
得
な
い
（
し
な
く
て
も
よ
い
）
現
状
こ
そ
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
問
題
点
だ
と
す
れ
ば
、

問
題
点
の
本
質
は
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
の
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
に
関
わ
る

│
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ネ
ス
か
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ネ
ス

か
、
と
い
う

│
ジ
レ
ン
マ
と
、
そ
こ
か
ら
な
か
な
か
抜
け
出
し
に
く
い
現
状
に
求
め
ら
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
基
づ
く
と
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
関
し
て
は
、
今
や
連
合
王
国
全
体
の
統
治
資
格
が
や
や
弱
体
化
し
て

い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
は
、
欧
州
懐
疑
主
義
あ
る
い
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
な
ど
を
媒
介
に
、

「
現
代
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」
と
今
ま
で
以
上
に
結
び
つ
き
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
言
い
換
え
る
と
、
今

日
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
は
、
欧
州
懐
疑
主
義
と
の
繋
が
り
を
保
ち
つ
つ
、
他
方
で
欧
州
懐
疑
主
義
の
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
要
素
が
何
ら
か

の
理
由
で
表
面
に
出
る
と
、
既
成
の
政
治
ア
ク
タ
ー
や
実
際
政
治
に
対
す
る
有
権
者
の
不
満
や
不
信
を
吸
収
す
る
存
在
と
な
り
や
す
い
。

そ
れ
ゆ
え
現
在
で
は
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
で
さ
え
、
政
治
的
異
議
申
立
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
も

な
り
得
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
が
抱
え
る
課
題
の
一
つ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
い
う
一
国
内
地
域
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に

ど
の
程
度
軸
足
を
置
く
の
か
と
い
う
問
題
に
加
え
、「
反
・
Ｅ
Ｕ
＝
反
・
エ
リ
ー
ト
／
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
」
と
い
う
形
で
具
現

し
や
す
い
現
代
型
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
「
ど
の
よ
う
に
向
き
あ
う
か
」、
あ
る
い
は
「
ど
の
程
度
距
離
を
置
く
か
」、
と
い
う
点
に
も
見
出
せ

る
と
言
え
る
。

（
九
〇
四
）
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二
三

い
ず
れ
に
せ
よ
今
回
の
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
は
、
Ｅ
Ｕ
（
の
影
響
力
増
大
と
そ
の
問
題
点
の
拡
大
）
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
側
の
単
な
る
異
議
申

立
て
と
し
て
理
解
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
む
し
ろ
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
政
治
経
済
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の
蓄
積
、
そ

れ
に
対
す
る
有
権
者
の
不
満
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
生
じ
て
い
る
機
能
不
全
と
い
う
視
座
か
ら
、
さ
ら
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
保

守
主
義
に
内
在
す
る
複
雑
性
・
多
様
性
や
、
そ
の
変
質
に
も
関
連
づ
け
て
説
明
す
べ
き
現
象
な
の
で
あ
る
。

（
1
） 

Ｅ
Ｕ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り　

　
（　

）
の
数
字
は
得
票
率

・
Ｅ
Ｕ
残
留
支
持
…
一
六
、一
四
一
、二
四
一
票　
（
約
四
八
％
）

・
Ｅ
Ｕ
離
脱
支
持
…
一
七
、四
一
〇
、七
四
二
票　
（
約
五
二
％
）　　

　
　

投
票
率　

七
二
・
二
％

（
2
） 

イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
関
す
る
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
容
一
郎
『
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
変
容
と
現
在
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
第
六
章

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
） D

avid B
utler and G

areth B
utler, B

ritish
 P

olitical F
acts, tenth edition 

（B
asingstoke : P

algrave M
acm

illan

） 2011, p. 158. 

A
listair C

lark, P
olitical P

arties in
 th

e U
K
 

（B
asingstoke : P

algrave M
acm

illan

） 2012, p. 26.

（
4
） A

. C
lark, op. cit., p. 25 

の
図
2－

1
を
参
照
。

（
5
） D

. B
utler and G

. B
utler, op. cit., pp. 272-273.

（
6
） A

ndrew
 G

am
ble, ‘T

he C
onservatives and the U

nion : T
he “N

ew
 E

nglish T
oryism

” and the O
rigins of A

nglo-B
ritishness ’, 

P
olitical S

tu
d

ies-R
eview

-, 14-3, 2016, p. 360.

（
7
） 

G
u

id
e to th

e H
ou

se of C
om

m
on

s 2015 

（L
ondon : T

im
es B

ooks
） p. 24.

（
8
） 

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
は
、
例
え
ば
サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
と
は
異
な
る
「
現
代
的
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
保
守
主
義
」（m

odern, 

com
passionate C

onservatism

）、「
リ
ベ
ラ
ル
保
守
主
義
」（liberal C

onservatism
）
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
標
榜
し
た
「
リ

（
九
〇
五
）
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二
四

ベ
ラ
ル
保
守
主
義
」
は
、
経
済
面
で
は
従
来
ど
お
り
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
で
あ
る
が
、
他
方
で
Ｎ
Ｈ
Ｓ
の
役
割
を
重
視
し
た
り
も
す
る
し
、
さ
ら

に
は
同
性
愛
者
の
婚
姻
な
ど
を
容
認
す
る
「
社
会
リ
ベ
ラ
ル
」
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
特
徴
と
し
て
、
従
来
的
な
「
政
府
」
や

「
市
場
」
の
役
割
以
上
に
、「
社
会
」
や
「
集
団
」、
そ
し
て
「
共
同
体
の
中
の
個
人
」
な
ど
の
役
割
に
ウ
ェ
イ
ト
を
置
く
。
し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
メ

ロ
ン
の
保
守
主
義
は
「
中
道
的
か
つ
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
保
守
主
義
」
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
容
一
郎
「
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
『
大
き
な
社
会
』
構
想
と
イ

ギ
リ
ス
保
守
主
義
」（『
政
経
研
究
』
第
五
二
巻
第
四
号
、
日
本
大
学
法
学
会
、
二
〇
一
五
年
）、
あ
る
い
は
渡
辺
容
一
郎
「
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権

と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
」（『
法
学
紀
要
』
第
五
七
巻
、
日
本
大
学
法
学
研
究
所
・
政
経
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
） A

. G
am

ble, T
h

e F
ree E

con
om

y an
d

 th
e S

tron
g S

tate  T
h

e P
olitics of T

h
atch

erism
, 

（B
asingstoke : M

acm
illan

）1988, pp. 

213-214.

（
小
笠
原
欣
幸
訳
『
自
由
経
済
と
強
い
国
家　

サ
ッ
チ
ャ
リ
ズ
ム
の
政
治
学
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
〇
年
、
二
八
五
│
二
八
六
頁
）。

（
10
） 

こ
う
し
た
問
題
に
関
連
し
て
、
奇
し
く
も
二
〇
一
六
年
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
学
会
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
で
は
、
そ
の
学
術
誌P

olitical S
tu

d
ies-

R
eview

- 

（14-3, 2016

）
に
、「
イ
ギ
リ
ス
政
治
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
」
に
関
す
る
合
計
八
本
の
寄
稿
論
文
に
基
づ
く
誌
上
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム‘the 

D
ilem

m
as of P

olitical E
nglishness ’

を
企
画
・
掲
載
し
て
い
る
。
本
稿
で
も
引
用
し
、
註（
6
）に
挙
げ
て
い
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
論
文
も
、
そ
の
中

に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
一
つ
で
あ
る
。

（
11
） 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
各
地
域
（region

）
で
「
離
脱
」
に
投
票
し
た
人
の
割
合
は
、
以
下
の
と
お
り
（
上
位
順
）。

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド　

五
九
・
三
％

イ
ー
ス
ト
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド　

五
八
・
八
％

ノ
ー
ス
イ
ー
ス
ト　

五
八
・
〇
％

ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
・
ア
ン
ド
・
ザ
・
ハ
ン
バ
ー　

五
七
・
七
％

イ
ー
ス
ト　

五
六
・
五
％

ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
ト　

五
三
・
七
％

サ
ウ
ス
ウ
ェ
ス
ト　

五
二
・
六
％

（
九
〇
六
）



Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
政
治
学
（
渡
辺
）

二
五

サ
ウ
ス
イ
ー
ス
ト　

五
一
・
八
％

ロ
ン
ド
ン　

四
〇
・
一
％

‘E
U
 referendum

 : T
he result in m

aps and charts-B
B
C
 N

ew
s. ’ B

B
C

http://w
w
w
.bbc.com

/new
s/uk-politics-36616028

（
12
） C

hris G
iff ord, T

h
e M

akin
g of E

u
rosceptic B

ritain, second edition 

（S
urrey : A

shgate

） 2014, p. 1.

（
13
） 

Ibid., p. 1.

（
14
） 

Ibid., pp. 1-2.

（
15
） 

Ibid., p. 7.

（
16
） 

な
お
、
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
二
〇
一
六
年
Ｅ
Ｕ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
を
分
析
し
た
研
究
成
果
と
し
て
、
渡
辺
容
一
郎

「
二
〇
一
六
年
Ｅ
Ｕ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
一
考
察
：
保
守
主
義
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
の
見
地
か
ら
」（『
日
本
選
挙
学
会
年
報　

選
挙
研
究
』
第
三
二

巻
第
二
号
、
日
本
選
挙
学
会
／
木
鐸
社
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
17
） C

. G
iff ord, op. cit., p. 7.

（
18
） M

atthew
 G

oodw
in, ‘U

K
IP

, the 2015 G
eneral E

lection and B
ritain ’s E

U
 R

eferendum
’, P

olitical In
sigh

t, P
olitical S

tudies 

A
ssociation, O

ctober 2015, pp. 13-15.

（
19
） R

obert L
each, P

olitical Id
eology in

 B
ritain, third edition 

（L
ondon : P

algrave

） 2015, p. 197.

（
20
） C

. G
iff ord, op. cit., p. 2.

（
21
） P

hilip L
ynch and R

ichard W
hitaker, ‘W

here T
here is D

iscord, C
an T

hey B
ring H

arm
ony? M

anaging Intra-P
arty D

issent 

on E
uropean Integration in the C

onservative P
arty ’, B

ritish
 Jou

rn
al of P

olitics an
d

 In
tern

ation
al R

elation
s, 15, 2013, p. 319.

な
お
、
リ
ン
チ
ら
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
問
題
に
関
連
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
主
要
政
党
の
場
合
、「
野
党
期
」
よ
り
「
与
党
期
」
の
ほ
う
が
政
府
と

し
て
Ｅ
Ｕ
と
の
直
接
交
渉
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
た
め
党
内
分
裂
し
や
す
い
こ
と
、
自
民
党
と
の
連
立
に
伴
い
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
内
で
反
Ｅ
Ｕ
派

が
増
大
し
た
こ
と
な
ど
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
九
〇
七
）



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）

二
六

（
22
） 

周
知
の
よ
う
に
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
の
意
味
や
発
現
形
態
は
多
様
で
あ
る
た
め
、
そ
の
定
義
づ
け
も
容
易
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
現
代
型
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う
概
念
を
、「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
左
右
を
問
わ
ず
、
既
成
の
政
治
権
力
や
シ
ス
テ
ム
、
エ
リ
ー
ト
、
あ
る
い
は
排
除
す
べ
き
何
ら

か
の
存
在
を
『
敵
』
と
見
な
し
て
非
難
の
対
象
と
し
た
り
攻
撃
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
民
衆
の
不
満
を
一
時
的
に
逸
ら
し
た
り
民
衆
の
不
安
を

煽
っ
た
り
す
る
ス
タ
イ
ル
の
政
治
手
法
、
な
ら
び
に
そ
う
し
た
手
法
を
正
当
化
す
る
政
治
思
想
や
運
動
」
と
、
幅
広
く
特
徴
づ
け
て
用
い
て
い
る
。

（
23
） 

主
要
政
党
別
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

定　

数　

六
五
〇
議
席　

　
　
　

投
票
率　

六
六
・
一
％

保
守
党　

三
三
一
議
席　

　
　
　

得
票
率　

三
六
・
九
％

労
働
党　

二
三
一
議
席　

　
　
　

得
票
率　

三
〇
・
四
％

Ｓ
Ｎ
Ｐ　

　

五
六
議
席　

　
　
　

得
票
率　

　

四
・
七
％

自
民
党　

　
　

八
議
席　

　
　
　

得
票
率　

　

七
・
九
％

（
そ
の
他
）

Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｐ　

　

一
議
席　

　
　
　

得
票
率　

一
二
・
六
％　

　
　

ほ
か

（
24
） V

ernon B
ogdanor, ‘T

he B
ritish G

eneral E
lection of 2015 and the R

ise of the M
eritocracy ’, T

h
e P

olitical Q
u

arterly, 87-1, 

2016, pp. 39-41.

（
25
） 

Ibid., pp. 42-45.

（
26
） 

Ibid., p. 44.

（
27
） C

f. John C
urtice, ‘G

eneral E
lection 2015 : B

usiness as U
sual or N

ew
 D

eparture? ’, P
olitical In

sigh
t, S

eptem
ber 2015, 

P
olitical S

tudies A
ssociation, U

K
.

渡
辺
容
一
郎
「
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
に
関
す
る
一
考
察

│
労
働
党
の
敗
因
と
二
大
政
党
の
課
題

│
」（『
政
経
研
究
』
第
五
二
巻
第

四
号
、
日
本
大
学
法
学
会
、
二
〇
一
六
年
）。

（
28
） http://ig.ft.com

/sites/brexit-voices/ 

ほ
か
。

（
九
〇
八
）



Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
政
治
学
（
渡
辺
）

二
七

因
み
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
社
会
階
層
お
よ
び
職
業
分
類
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ａ
層
（
上
級
管
理
職
お
よ
び
上
級
専
門
職
）、
Ｂ
層
（
中
級
管
理
職
お
よ
び
専
門
職
）、
C1
層
（
一
般
事
務
職
）、
C2
層
（
熟
練
労
働
者
）、
Ｄ
層

（
半
熟
練
・
非
熟
練
労
働
者
）、
Ｅ
層
（
失
業
者
、
年
金
生
活
者
等
）

（
29
） A

. G
am

ble, op. cit., p. 214.

（
前
掲
訳
書
、
二
八
六
頁
）。

（
30
） K

evin H
ickson, T

h
e P

olitical T
h

ou
gh

t of th
e C

on
servative P

arty sin
ce 1945, 

（B
asingstoke : P

algrave M
acm

illan

） 2005, 

pp. 1-90, pp. 209-222. 

ヒ
ッ
ク
ソ
ン
・
モ
デ
ル
で
示
さ
れ
た
「
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
四
大
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
立
場
」
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

・「
伝
統
的
ト
ー
リ
ー
主
義
」
… 

伝
統
的
社
会
構
造
の
中
で
の
個
人
の
自
由
、
最
小
国
家
に
基
づ
く
個
人
へ
の
不
干
渉
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
性
を
中

心
と
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
牧
歌
的
側
面
と
好
戦
的
側
面

・「
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
」
… 

効
率
と
自
由
、
国
家
介
入
批
判
ほ
か

・「
ワ
ン
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
… 

自
由
市
場
主
義
と
介
入
主
義
、
デ
ィ
ズ
レ
ー
リ
的
理
念
、
社
会
問
題
に
対
す
る
国
家
介
入
、
思
い
や
り
の
あ
る
保
守

主
義

・「
中
道
派
」
… 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
個
人
の
自
由
と
の
関
連
を
重
視
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
、
党
内
対
立
の
融
和
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
態
度

と
党
へ
の
忠
誠

（
31
） 

キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
の
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
32
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
実
施
か
ら
一
週
間
後
に
行
わ
れ
たY

ouG
ov

世
論
調
査
で
「
一
〇
年
後
連
合
王
国
が
現
状
の
ま
ま

存
在
し
て
い
る
と
思
う
か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
回
答
結
果
に
よ
る
と
、「
四
大
テ
リ
ト
リ
ー
が
そ
の
ま
まone nation

と
い
う
形
で
存
続
す
る

と
思
う
」
と
い
う
回
答
が
二
二
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
み
独
立
す
る
と
思
う
」
は
二
七
％
、「
連
合
王
国
は
さ
ら
に
分
裂
・
崩

壊
・
解
体
す
る
と
思
う
」
は
三
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
連
合
王
国
存
続
を
予
測
す
る
回
答
者
が
五
人
に
一
人
程
度
し
か
い
な
か
っ
た
点
も
注
目
さ
れ

る
。https://yougov.co.uk/opi/surveys/results

（
33
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
後
継
保
守
党
党
首
・
首
相
に
就
任
し
た
メ
イ
（T

heresa M
ay

）
は
、
就
任
後
初
め
て
実
施
さ
れ
た

（
九
〇
九
）



政
経
研
究　

第
五
十
三
巻
第
四
号
（
二
〇
一
七
年
三
月
）

二
八

二
〇
一
六
年
一
〇
月
の
年
次
党
大
会
に
お
い
て
、
出
身
階
級
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
機
会
の
均
等
を
目
指
す
「
新
し
い
中
道
の
基
盤
」（N

ew
 C

entre 

G
round

）
と
い
う
新
方
針
を
表
明
し
た
。『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
四
日
ほ
か
。

紙
幅
と
テ
ー
マ
と
の
関
係
上
、
こ
れ
に
関
す
る
分
析
は
、
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

﹇
付
記
﹈
本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
度
日
本
政
治
学
会
研
究
大
会
報
告
論
文
「
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｔ
の
政
治
学
：
イ
ギ
リ
ス
の
保
守
主
義
と
欧

州
懐
疑
主
義
」（
未
定
稿
）
を
大
幅
に
修
正
し
、
加
筆
し
た
内
容
で
あ
る
。
学
会
当
日
は
、
討
論
者
を
は
じ
め
会
員
諸
氏
か
ら
貴
重
な
コ
メ

ン
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
戴
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
九
一
〇
）
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